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当社の関連する住宅市場は、低水準にある
住宅ローン金利や省エネ住宅への補助金 
制度に加え、すまい給付金等の消費増税に
関連した駆け込み需要の抑制策など、政府
による各種住宅取得支援政策が下支えした
ものの、新設住宅着工戸数においては 
貸家の大幅な減少が継続的に進行 
いたしました。 

業績と取り組みについて 

経営環境 

第６６期第２四半期  業績概要 
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さらには、天候不順による自然災害の発生
により、住宅に関わる消費者マインドが 
停滞すると共に、慢性的な人工不足による
工事の遅延や建築資材及び物流費の高騰が
続くなど、本格的な市場の回復には未だ 
至らない水準で推移いたしました。 

業績と取り組みについて 

第６６期第２四半期  業績概要 

経営環境 
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こうした状況の中で、当社は今期を中間年度 
とする「第１０次中期経営計画（第６５期～ 
第６７期）」において掲げた「自己改革を追究 
する企業風土の承継と発展」とのスローガンに 
従い、「将来の発展を支え得る経営基盤の確立 
と進化」を基本方針として「内装金物（住まいの
金物）の全般」を自社ブランドで網羅する 
「住空間創造企業」を目指し、当社独自の 
「ものづくり」を推進すると共に、販売費及び 
一般管理費の圧縮など、調整かつ管理可能な 
諸施策を講じ、積極的な商品展開と販路の 
拡大に取り組んで参りました。 

市場環境に対応した施策について 

第６６期第２四半期  業績概要 
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第６６期第２四半期の業績 

当期 
（百万円） 

前期 
（百万円） 

前年同期比 
（増減率） 

売上高 5,538 5,355 3.4%増 

営業利益 443 382 15.9%増 

経常利益 455 393 15.8%増 

四半期純利益 285 246 15.7%増 

第６６期第２四半期  業績概要 
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増収増益を達成できた要因 

かねてより取り組んで参りました「営業設計 
グループ」を主軸とする柔軟で機動力 
のある商品開発が奏功したと考えております。 

第６６期第２四半期  業績概要 
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また競合メーカーが相次いで 
ソフトクローズ関連商品を投入する中、 
特販事業部を中心にお客様のご要望に 
きめ細かくお応えする当社独自の商品展開
を行うことで、価格競争に巻き込まれる 
ことなく、ソフトクローズのトップ 
メーカーとして商品力の向上と市場への 
浸透に取り組むことができました。 

増収増益を達成できた要因 

第６６期第２四半期  業績概要 
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さらには、卸売事業部において流通販売 
ルートの整備を図ることで、販売価格を 
維持しつつ、お客様の営業活動にも同行 
するなど、提案型の営業活動を積極的に 
展開してきたことが挙げられると思います。 
  
なお利益面で、大幅な上積みを示したこと 
から、２０２０年１月２７日付けで上期業績
予想の上方修正をさせていただきました。 

第６６期第２四半期  業績概要 

増収増益を達成できた要因 
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機能性や利便性の向上を目指し、 
ソフトクローズ関連の拡充はもとより、 
自由度の高い移動間仕切り金具や、高齢者 
市場への深耕を図った自閉式の半自動引戸 
など、当社独自の機能を持った広範囲な 
商品を市場に投入して参りました。 

当該期の具体的な取り組みについて 

商品戦略 

第６６期第２四半期 
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市場戦略 

当該期の具体的な取り組みについて 

金物卸売業界の流通ルートの整備に 
取り組むと共に、営業本部直轄の「販売 
促進グループ」を中心に、商品の認知度 
向上と販路開拓など、積極的な営業支援 
活動を展開して参りました。 

第６６期第２四半期  業績概要 
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当該期の具体的な取り組みについて 

またアトムＣＳタワーでは、毎年秋に実施 
している「秋の内覧会」の開催に加え、  
ライフスタイルに応じた「空間づくり」を 
提案するスペース「LIVIN’ ZONE」に 
おいて各種収納に対する提案を行うなど、
展示の拡充に努めて参りました。 

市場戦略 

第６６期第２四半期  業績概要 
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情報システム戦略 

当該期の具体的な取り組みについて 

経営管理体制を支える「統合型業務ソフト
ウェア」のバージョンアップを継続的に 
実施し、業務効率と経営効率の向上を 
図って参りました。加えて、当社ホーム 
ページ内の「atom動画ぎゃらりー」では、
施工者の皆様が建築現場において、施工 
方法や施工手順を確認できる動画 
コンテンツの充実に努めて参りました。 

第６６期第２四半期  業績概要 
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当該期の具体的な取り組みについて 

また「海外での取り組み」については、海外
事業推進グループにおいて人員の補強を行う
と共に、商品の安定供給をキーワードに 
ベトナム現地法人を中心とする今後の拡大 
方向について検討しているところです。 

情報システム戦略 

第６６期第２四半期  業績概要 
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第１０次中期経営計画の初年度にあたる 
第６５期において、中期経営計画の 
スローガンに掲げた「自己改革を追究する 
企業風土の承継と発展」を実現する道筋を 
つけ、第６６期におきましても、引き続き 
その流れを維持し、より強固なものに 
することができました。 

中長期的視点に基づく取り組みについて 
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中でも課題となっておりました「自己改革に 
基づく活力ある組織づくり」では、中堅社員の
意識の高まりにより、若手社員の育成が進展 
し、世代交代による組織の若返りが目に見える
形で進行しつつあります。 

中長期的視点に基づく取り組みについて 
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１１６年にわたる当社の歩みの中で培われて 
きた「独り歩きのできる商品を提供する」と
いう思いが継承され、つねに自らの改革に 
挑み続ける企業風土は、組織面でも人事面に
おいても定着しつつあると考えております。 

中長期的視点に基づく取り組みについて 



 2020 17 17 17 17 17 17 

今後については、こうした流れを発展させ、
どのような経営環境の下であっても、一定の
業績に反映されるよう、いかに機能させるか
が課題となって参ります。 
 
その一方で「将来の発展を支えうる経営基盤
の確立」に向け、商品戦略・市場戦略の面で
も、積極的なアプローチが求められて 
おります。 

中長期的視点に基づく取り組みについて 
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競合他社がソフトクローズ関連市場に参入 
する中、ソフトクローズ商品のトップ 
メーカーである当社としては、お客様の 
ご要望にお応えする磨き抜かれた商品開発 
能力に加え、これまで以上にきめ細かな供給
体制の確立が求められています。 

中長期的視点に基づく取り組みについて 
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このため、常設されているアトムＣＳ 
タワーを活用した商談の機会をさらに 
増やすと共に、邸別出荷や納期対応を 
含んだサービス面での強化を図るなど、   
より付加価値を高めていく必要が 
あります。 
  
こうした取り組みを進めることで「住空間
創造企業」として、経営環境の変動に左右
されにくい事業基盤の確立を目指して 
参ります。 

中長期的視点に基づく取り組みについて 
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株主・投資家の皆様へのメッセージ 

配当について 

当社では、株主の皆様への利益還元を経営 
の最重要課題として捉え、積極的な配当の 
実現を基本方針として掲げて参りました。 
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株主・投資家の皆様へのメッセージ 

第１０次中期経営計画では「年間配当金は  
利益水準のいかんに関わらず、最低でも  
１株当たり３０円の配当を維持する」と共に 
「５年を節目とする周年記念配当」の実施 
を目標に掲げております。 

配当について 
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株主・投資家の皆様へのメッセージ 

当中間期の配当金につきましては、法人 
改組６５周年の記念配当と合わせ、１株 
当たり１７円５０銭とさせていただき、 
期末配当金につきましては、１月３０日に
開示いたしました「業績予想の修正に 
ついて」に記載の通り、当期の業績見通し
を勘案し、株主の皆様への利益還元の充実
を図るべく、当初配当予想の１５円に 
２円５０銭を増配して、１株当たり 
１７円５０銭を予定いたしております。 

配当について 
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株主・投資家の皆様へのメッセージ 

配当金の推移 

（※１） 

（※２） 

※2017年6月期および2019年6月期、2020年6月期は記念配当を含みます。  
  (2016年6月期および2018年6月期は普通配当のみ) 
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株主・投資家の皆様へのメッセージ 

24 

株主・投資家の皆様へのメッセージ 

また株主の皆様のご支援に感謝すると共に、
中長期的に当社株式を保有していただくこと
を目的に、第６５期末より株主優待制度を 
導入いたしました。 
  
これらに備えるべく、当社は全社一丸と 
なって業績と株主利益の向上に努めて 
参ります。 
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株主優待内容 

①QUOカードまたは寄付 
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株主・投資家の皆様へのメッセージ 
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株主・投資家の皆様へのメッセージ 

当社では、より多くの投資家の皆様に、 
当社の存在意義と事業内容をご理解いただく 
ため、ホームページを通じたタイムリーな情報 
開示を始め、毎年夏に開催される「日経IＲ・個人
投資家フェア」への出展など、株主の皆様との 
密接なコミュニケーションに努めて参りました。 
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株主・投資家の皆様へのメッセージ 
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株主・投資家の皆様へのメッセージ 

また株主の皆様と交流を深めたいとの 
観点から、アトムＣＳタワー８階に、 
ＩＲ情報を提供する「ＩＲフロア」を 
開設いたしております。株主の皆様に 
おかれましては、お近くへお越しの際に
はお立ち寄りいただけますれば幸いに 
存じます。 
  
これからも当社は、株主の皆様との交流
を深めるべく、常に真摯な姿勢で応待 
させていただきます。 
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株主・投資家の皆様へのメッセージ 

28 

株主・投資家の皆様へのメッセージ 

株主の皆様におかれましては、引き続き、 
当社の経営方針ならびに経営施策に対する 
ご理解とご支援を賜りますよう、心よりお願い
申し上げます。 
 
ご清聴、誠にありがとうございました。 
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企業概要 

 商 号 アトムリビンテック株式会社（JASDAQ：3426） 

 創 業 1903年（明治36年） 

 設 立 1954年（昭和29年） 

 代 表 者 代表取締役社長 髙橋 良一 

 資 本 金 3億74万円 (2019年6月期末) 

 従業員数 124名（2019年6月30日現在） 

 本社住所 東京都台東区入谷1－27－4   

 年 商 105億8900万円（ 2019年6月期） 

 事業内容 住まいの金物（内装金物）全般の企画・開発・販売 

http://www.atomlt.com/company/map.html
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ＩＲお問合せ先：ＩＲ担当 経営企画室  
TEL：03-3876-3939 

E-Mail：ir@atomlt.com 

この資料に掲載されている業績見通し、その他今後の予測・戦略等に関わる情報は、この資料の作成時点において、
当社が合理的に入手可能な情報に基づき、通常予測し得る範囲内で為した判断に基づくものです。 
 
しかしながら現実には、通常予測しえないような特別事情の発生、または通常予測しえないような結果の発生等により
、本資料記載の業績見通しとは異なる結果を生じ得るリスクを含んでおります。 
 
当社と致しましては、投資家の皆様にとって重要と考えられるような情報について、その積極的な開示に努めてまいり
ますが、本資料記載の業績見通しのみに全面的に依拠してご判断されることは、くれぐれもお控えになられるようお願
いいたします。 
 
尚、いかなる目的であれ、当資料を無断で複写複製、または転送等を行わないようにお願いいたします。 
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